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本
郷
自
治
退
都
本
部
会
長
と
小
林

都
庁
退
副
会
長
は
「
安
倍
政
権
の

暴
走
を
と
め
る
闘
い
と
退
職
者
運

動
の
強
化
」
を
訴
え
ま
し
た
。
ま

た
、
前
会
長
の
北
條
さ
ん
は
、
乾

杯
の
音
頭
に
先
立
ち
「
会
員
拡
大

へ
の
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
よ
う
」
叱

咤
し
ま
し
た
。挨
拶
の
中
身
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
今
後
の
運
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

乾
杯
の
後
、
懇
親
に
移
り
ま
し

た
。
初
参
加
が
８
名
と
多
く
、
久

し
ぶ
り
の
再
会
に
話
し
の
花
が
咲

き
、
和
や
か
な
交
歓
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

参
加
記
念
品
と
し
て
、
柳
副
会

清掃退職者会
新春の集い

長
提
供
の
干
支
守
り
と
七
福
神
手

ぬ
ぐ
い
が
配
ら
れ
る
と
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、舌
も
滑
ら
か
に
な
っ

た
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
、
す
っ

か
り
恒
例
に
な
っ
た
参
加
者
全
員

の
「
ひ
と
こ
と
」。
今
年
も
、
と
て

も
「
ひ
と
こ
と
」
で
は
済
み
ま
せ

ん
。
健
康
や
趣
味
の
話
し
、
地
域

活
動
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
活
動
、

現
在
の
世
相
を
憂
え
る
発
言
な
ど
、

元
気
の
素
を
分
ち
ま
し
た
。

　

名
残
を
惜
し
み
つ
つ
、
最
後
は
、

戸
張
副
会
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
。
例
年
に
増
し
て
雰
囲
気

が
よ
く
、
何
や
ら
今
年
は
、
会
員

増
に
弾
み
が
つ
き
そ
う
な
予
感
が

漂
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
、
小
石
川
後
楽
園
涵
徳

亭
で
「
新
春
の
集
い
」
を
開
催
。
会

員
26
名
、
東
京
清
掃
・
上
部
団
体
来

賓
３
名
の
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
い
は
、
小
林
事
務
局
次
長
の
司

会
で
進
行
、
堀
田
会
長
は
主
催
者
挨

拶
で
「
健
康
の
保
持
と
仲
間
づ
く
り
」

の
大
事
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。
来
賓

の
桐
田
東
京
清
掃
書
記
次
長
は
「
退

職
者
会
の
社
会
運
動
へ
の
貢
献
」
を

評
価
し
た
上
で
「
現
退
の
連
携
」
の
推
進
を
、

参加者全員が「ひとこと」

主催者挨拶する堀田会長

東京清掃　　
桐田書記次長

自治退都本部
本郷会長

都庁退連合
小林副会長

北條前会長が
乾杯の音頭

今
年
は
会
員
増
に

弾
み
が
つ
く
予
感

清水公園　　　　　　
金乗院境内の冬ボタン
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テ
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厚
生
労
働
省
は
１
月
30
日
、
15

年
度
の
年
金
額
を
０
・
９
％
引
き
上

げ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
調
査
の
全
国
消
費
者
物

価
指
数
は
前
年
比
プ
ラ
ス
２
・
７
％

で
し
た
が
、
名
目
手
取
賃
金
変
動

率
が
２
・
３
％
に
と
ど
ま
っ
た
た

め
、
年
金
額
改
定
は
消
費
者
物
価

指
数
と
名
目
手
取
賃
金
変
動
率
の

低
い
方
が
適
用
さ
れ
て
、
改
定
額

の
ベ
ー
ス
は
２
・
３
％
で
し
た
。

　

し
か
し
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
に
よ
り
０
・
９
％
抑
制
さ
れ
、

特
例
水
準
解
消
の
０
・
５
％
抑
制
が

加
わ
っ
て
、
改
訂
率
は
０
・
９
％
増

に
圧
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
げ
幅
は
、
国
民
年
金
満
額
受

給
者
で
月
６
０
８
円
増
、
厚
生
年

金
の
標
準
世
帯
（
夫
が
平
均
年
収

で
40
年
働
き
、
妻
が
専
業
主
婦
の

ケ
ー
ス
）
で
月
２
、４
４
１
円
増
に
な

り
、
４
月
分
（
６
月
支
給
）
か
ら

額
が
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、
今
回

抑
制
さ
れ
た
標
準
世
帯
の
年
金
額

は
３
、７
９
７
円
に
相
当
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
、「
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
」
が
04
年
度
の
発
足
後

始
め
て
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
デ
フ
レ
が
続
い
た
た
め
、「
物

価
上
昇
時
に
の
み
年
金
引
き
上
げ

部
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
岩
渕
会
計

監
査
（
幹
事
）
が
参
加
。
年
間
活
動

計
画
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

▼
都
庁
退
役
員
会
終
了
後
、
都
庁
退

学
習
会
。
柳
副
会
長
、
戸
枝
会
計
、

岩
渕
会
計
監
査
が
参
加
。
川
端
自
治

退
事
務
局
長
を
講
師
に
「
年
金
・
医

療
・
介
護
を
め
ぐ
る
政
府
方
針
と
今

後
の
取
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
学
習

し
ま
し
た
。

▼
12
月
６
日
、「
強
行
採
決
か
ら
１

年
・
秘
密
保
護
法
施
行
す
る
な
！
大

集
会
」が
日
比
谷
野
音
で
開
催
さ
れ
、

３
名
参
加
。
銀
座
ま
で
デ
モ
を
し
、

秘
密
保
護
法
廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。

▼
12
月
13
日
、「
川
内
原
発
再
稼
働

反
対
！
反
原
発
渋
谷
大
行
進
」
が
行

わ
れ
、
代
々
木
公
園
で
集
会
後
渋
谷

駅
周
辺
デ
モ
。
１
名
参
加
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
４
回
。

＊
12
月
４
日
の
第
３
回

幹
事
会
以
降
１
月
14
日

の
第
９
回
三
役
会
ま
で

▼
12
月
４
日
、
幹
事
会

終
了
後
、
第
３
回
拡
大

旅
行
部
会
。
親
睦
旅
行

の
総
括
を
し
ま
し
た
。

▼
12
月
５
日
、
都
庁
退

役
員
会
が
自
治
労
都
本

退職者会
活動日誌

行
事
企
画
、
機
関

紙
・
定
例
連
絡
等

送
付
、
新
春
の
集

い
準
備
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

を
抑
制
す
る
」
と

い
う
「
名
目
下
限

方
式
」に
基
づ
き
、

ス
ラ
イ
ド
適
用
が

見
送
ら
れ
て
き
た

か
ら
で
す
。

15
年
度
年
金
額
０・９
％
増

﹁
特
例
水
準
解
消
﹂
と
は
？

　

物
価
が
下
が
れ
ば
年
金
額

も
下
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
99
～
02
年
は
特
例

法
で
マ
イ
ナ
ス
の
物
価
ス
ラ

イ
ド
を
行
わ
ず
に
年
金
額
を

据
え
置
い
た
た
め
、
年
金
額
の

水
準
が
本
来
額
よ
り
２
・
５
％

高
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
12

年
に
法
律
を
改
正
、
13
年
～

15
年
の
３
年
間
で
解
消
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
特
例
水
準
解
消
」
は

今
回
で
終
了
で
す
。

﹁
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
﹂と
は
？

　

現
役
人
口
の
減
少
や
平
均
余
命
の
伸

び
に
合
わ
せ
て
、「
社
会
全
体
の
公
的

年
金
制
度
を
支
え
る
力
（
現
役
世
代
の

人
数
）
の
変
化
」
と
「
平
均
余
命
の
伸

び
に
伴
う
給
付
費
の
増
加
」
と
い
う
給

付
と
負
担
の
変
動
に
応
じ
て
、
給
付
水

準
を
自
動
的
に
調
整
す
る
仕
組
み
で
、

04
年
の
年
金
制
度
改
定
に
よ
り
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
現

役
世
代
の
減
少
率
＝
０
・
６
％
、
平
均

余
命
増
加
率
＝
０
・
３
％
が
適
用
さ
れ
、

抑
制
率
は
０
・
９
％
で
し
た
。
率
は
今

後
も
見
直
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
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「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」
に
「
デ
フ
レ

下
で
も
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を

発
動
し
、
早
く
年
金
額
を
抑
制
す

る
」
よ
う
盛
り
込
ま
れ
、
17
年
ま

で
の
改
正
が
目
論
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

04
年
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

成
立
時
、「
名
目
下
限
方
式
」
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
退
は
、
あ

く
ま
で
も
「
名
目
下
限
方
式
」
の

堅
持
を
、
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

を
継
続
す
る
と
、
国
民
年
金
の
金

額
が
下
が
り
す
ぎ
て
、
生
活
保
障

所
得
に
応
じ
て
段
階
的
に
減
額
す

る
、
②
年
金
課
税
見
直
し
に
よ
り

負
担
す
る
等
の
案
が
、
検
討
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
自
治
退
は
、
保
険

給
付
で
あ
る
年
金
の
減
額
は
不
適

当
な
の
で
、
一
旦
給
付
し
ク
ロ
ー

バ
ッ
ク
（
払
戻
し
制
度
）
す
る
方

式
の
導
入
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
高
所
得
者
」
の
範
囲
の

設
定
は
、
受
給
者
の
納
得
を
得
て

実
施
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
課
税
に
つ
い
て
、
①
給
与

所
得
に
比
べ
控
除
が
大
き
い
、
②

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
が
非
課
税

な
の
は
不
適
当
等
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。
年
金
は
社
会
的
扶
養
な
の

で
控
除
が
大
き
く
て
当
然
で
、
応

能
負
担
原
則
に
立
脚
す
べ
き
で
す
。

　

遺
族
年
金
へ
の
課
税
は
、
制
度

の
沿
革
か
ら
旧
軍
人
家
族
給
付
と

整
合
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
、

障
害
年
金
は
、
そ
の
目
的
か
ら
し

て
非
課
税
を
継
続
す
べ
き
で
す
。

　

一
方
、
非
正
規
労
働
蔓
延
の
温

床
に
な
っ
て
い
る
配
偶
者
控
除
の

廃
止
は
、
年
金
受
給
者
の
場
合
、

単
純
に
廃
止
す
る
と
税
金
が
上
が

る
だ
け
に
し
か
作
用
し
ま
せ
ん
。

慎
重
な
議
論
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

デ
フ
レ
下
で
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
適
用
に
反
対

短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険
適
用
拡
大
は
無
条
件
で

政
府
の
年
金
制
度
改
革

検
討
状
況
と
自
治
退
の
主
張

　

自
治
退
は
、
①
20
時
間
以
上
で

当
面
は
や
む
な
し
、
②
月
賃
金
は

5.8
万
円
、
③
そ
の
他
の
条
件
は
不

要
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
低
賃
金
労
働
者
の

取
扱
い
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
自

治
退
は
、「
雇
用
主
の
掛
金
あ
り
・

労
働
者
の
掛
金
な
し
→
半
額
の
所

得
比
例
年
金
受
給
」
の
「
僅
少
労

働
年
金
制
」
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

働
き
続
け
た
い
と
希
望
す
る
高

齢
者
に
就
労
機
会
を
広
げ
る
こ
と

は
、
生
き
方
を
豊
か
に
し
、
人
口

減
少
対
策
や
年
金
財
政
に
も
貢
献

し
ま
す
。
た
だ
し
、
支
給
開
始
年

齢
の
引
上
げ
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
治
退
は
、
受
給
開
始
年
齢
の
弾

力
的
選
択
制
や
在
職
老
齢
年
金
の

見
直
し
等
、
働
き
続
け
る
こ
と
へ

の
意
欲
向
上
策
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
①
税
で
負
担
さ
れ

て
い
る
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
を

機
能
を
失
う
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。
自
治
退
は
、
基
礎
年
金
部

分
へ
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の

適
用
除
外
も
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
改
善
の
最
良
策
は
、
支
え

手
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
短
時
間
労
働
者
の
被
用

者
年
金
適
用
拡
大
が
必
要
で
す
。

　

検
討
さ
れ
て
い
る
適
用
拡
大
条

件
は
、
①
週
労
働
20
時
間
以
上
、

②
月
賃
金
8.8
万
円
以
上
、
③
１
年

以
上
勤
務
、
④
学
生
除
外
、
⑤
企

業
規
模
501
人
以
上
強
制
適
用
で
す
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

社
会
保
険
適
用
拡
大

高
齢
期
就
労
と
年
金
受
給

高
所
得
者
の
年
金
受
給

年
金
課
税
の
見
直
し

　

政
府
は
、
13
年
12
月
成
立
の
「
社
会
保
障
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
法
」
等
に
基
づ
く
社
会
保
障
改
革
を
審
議

し
て
い
ま
す
。
審
議
状
況
に
よ
っ
て
は
、
今
国
会
で

法
案
が
提
案
さ
れ
る
も
の
も
出
て
き
ま
す
。
政
府
の
検
討
内
容
を
把
握

し
、
今
後
の
運
動
に
活
か
す
た
め
、
12
月
15
日
、
川
端
自
治
退
事
務
局

長
を
講
師
に
、
年
金
・
医
療
・
介
護
問
題
の
都
庁
退
学
習
会
が
も
た
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
年
金
に
焦
点
を
あ
て
て
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

川端自治退事務局長
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東
京
清
掃
の
団
結
旗
開
き
は
１

月
14
日
、
例
年
同
様
、
清
掃
会
館

隣
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

エ
ド
モ
ン
ト
で
開
か
れ
、
23
区
・

清
掃
一
組
当
局
、
各
級
議
員
、
上

部
団
体
・
各
種
友
誼
団
体
と
本
部
・

支
部
あ
わ
せ
て
約
２
７
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

染
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

吉
田
委
員
長
は
主
催
者
挨
拶
で
、

「
清
掃
労
働
者
の
将
来
展
望
を
切
り

拓
く
た
め
の
闘
い
を
、
強
力
に
推

し
進
め
て
い
く
」
と
、
決
意
を
示

し
ま
し
た
。
来
賓
挨
拶
は
西
川
区

長
会
会
長
、
宮
本
自
治
労
都
本
部

委
員
長
、
小
川
特
区
連
副
委
員
長
。

今
年
の
挨
拶
で
は
、「
資
本
主
義
は

必
然
的
に
格
差
を
生
み
出
す
」
と

説
い
て
注
目
を
集
め
て
い
る
ト
マ
・

ピ
ケ
テ
ィ
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
、「
辺
野
古
に
基
地
は
つ
く
ら

せ
な
い
国
会
包
囲
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
」

が
行
わ
れ
、
国
会
を
ぐ
る
り
一
周
、
辺
野
古

の
海
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の「
青
」

で
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
民
意
は
明
確
で
す
。
県
知
事
選
も

衆
院
選
も
「
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
反
対
」

の
声
を
示
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず

安
倍
政
権
は
基
地
建
設
継
続
を
強
行
し
て
い

ま
す
。
民
意
を
全
く
無
視
す
る
暴
挙
で
す
。

　

安
倍
政
権
に
対
す
る
怒
り
が
大
き
く
広
が

り
、
７
千
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定

や
戦
争
関
連
法
案
の
国
会
提
出
、
辺
野
古
の

新
基
地
建
設
、
労
働
法
制
改
悪
、
原
発
再
稼

働
な
ど
へ
突
き
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
止
め
よ
う
と
、
通
常
国

会
召
集
日
の
１
月
26
日
夜
、「
安
倍
政
権
の

暴
走
に
反
対
す
る
国
会
前
行
動
」
が
取
り
組

ま
れ
、
２
５
０
０
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「「
戦
争
反
対
、
９
条
守
れ
！
」

「
戦
争
す
る
国
、
絶
対
反
対
！
」「
安
倍
政
権

の
暴
走
を
止
め
よ
う
！
」
等
と
、
国
会
議
事

堂
に
向
け
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

東京清掃団結旗開き2015

　

恒
例
の
鏡
開
き
は
、

堀
田
会
長（
元
委
員
長
）、

西
川
前
委
員
長
、
戸
張

副
会
長
、
柳
副
会
長
、

吉
田
現
委
員
長
と
当
局

側
理
事
者
に
よ
り
行
わ

れ
、
堀
田
会
長
と
保
坂

世
田
谷
区
長
が
乾
杯
の

音
頭
。
退
職
者
会
は
三

役
・
幹
事
７
名
が
参
加

し
、
ご
ち
そ
う
を
楽
し

み
つ
つ
も
、
各
地
・
各

方
面
の
参
加
者
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
東
京
清
掃

の
闘
い
が
前
進
す
る
こ

と
を
願
い
、
現
役
世
代

を
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

安
倍
は
沖
縄
の
声
を
聞
け
！

左から堀田会長・戸張福会長・柳副会長・
西川前委員長・吉田現委員長

堀田会長と　　　
保坂世田谷区長が

乾杯の音頭

安
倍
政
権
の
暴
走
を
許
す
な

今
年
も
現
役
世
代
の
闘
い
を
応
援


